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四
月
七
日
（
木
）・
八
日
（
金
）・

九
日
（
土
）
の
三
日
間
、
前
橋
問
屋

セ
ン
タ
ー
会
館
を
会
場
に
共
育
部
会

設
営
に
よ
る
「
二
〇
二
二
新
入
社
員

研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
二
十
九
社

よ
り
四
十
七
名
、
経
営
者
側
を
含
め

総
勢
約
九
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
二
泊
三
日
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
開
催
す
る
同
研
修
会
で
す

が
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え

て
宿
泊
な
し
で
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。

　

一
日
目
の
テ
ー
マ
は
「
社
会
人
と

し
て
の
自
覚
を
持
と
う
」。
研
修
の

目
的
確
認
や
ル
ー
ル
説
明
に
続
き
、

「
社
会
人
と
は
？
」「
社
会
人
の
お
金

の
使
い
方
」「
働
き
が
い
と
成
長
」

な
ど
の
講
義
と
、
そ
の
後
の
グ
ル
ー

プ
討
論
＆
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

二
日
目
の
テ
ー
マ
は
「
働
く
こ
と

の
軸
を
考
え
て
み
よ
う
」。
一
日
目

と
同
じ
く
「
人
生
を
自
分
の
手
で
切

り
開
こ
う
」「
人
間
関
係
の
大
切
さ
」

「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
」な
ど
の
講
義
＆
グ
ル
ー

プ
討
論
の
ほ
か
、「
ブ
ロ
ッ
ク
ゲ
ー

ム
」
を
通
し
て
上
手
な
仕
事
の
進
め

方
を
実
践
的
に
学
び
ま
し
た
。

　

三
日
目
の
テ
ー
マ
は
「
社
会
人
と

し
て
マ
ナ
ー
の
必
要
性
を
理
解
し
よ

う
」。
約
二
時
間
を
使
っ
た
マ
ナ
ー
・

礼
儀
研
修
や
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
の

講
義
に
続
い
て
、
三
日

間
の
学
び
＆
決
意
表
明

を
研
修
生
全
員
が
発
表

し
ま
し
た
。

　

受
講
生
が
記
し
た
研

修
レ
ポ
ー
ト
＆
経
営
者

側
の
感
想
（
抜
粋
）
を

左
記
に
掲
載
し
ま
す
。

［
研
修
生
］

○
自
分
の
足
り
て
い
な

い
部
分
を
意
識
し
、
出

来
な
か
っ
た
と
き
は
修

正
し
て
、
少
し
ず
つ
結

果
を
出
せ
る
よ
う
な
社

員
に
成
長
し
て
い
き
た

い
。

○
新
入
社
員
の
自
分
か

ら
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
、
社
内
の
雰
囲
気
を
良
く
し

て
い
き
た
い
。

○
ま
ず
は
仕
事
を
覚
え
て
会
社
に
早

く
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、
先
輩
た
ち

を
追
い
越
す
つ
も
り
で
日
々
の
仕
事

を
頑
張
る
。

○
後
輩
を
指
導
す
る
立
場
、
会
社
の

指
揮
を
と
る
立
場
に
な
る
と
い
う
未

来
を
見
据
え
て
、
現
在
の
仕
事
に
責

任
を
持
っ
て
取
り
組
み
た
い
。

［
経
営
者
］

○
今
回
が
初
参
加
で
し
た
が
本
当
に

素
晴
ら
し
い
研
修
で
し
た
。
ぜ
ひ
今

後
も
弊
社
の
新
入
社
員
を
受
講
さ
せ

た
い
。

○
新
入
社
員
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
会
社
側
も
一
生
懸
命
に
取
り
組

み
、
絶
対
に
会
社
を
担
っ
て
も
ら
え

る
人
財
に
育
て
ま
す
。

2 0 2 2 新入社員研修会

新社会人としての第一歩!新社会人としての第一歩!
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政
策
委
員
会
は
、
群
馬
県
産
業
経

済
部
協
力
の
も
と
三
月
二
十
八
日

（
月
）、
群
馬
県
庁
三
十
二
階
・
官
民

共
創
ス
ペ
ー
ス
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
Ｎ

を
会
場
に
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
併
設
し
た

全
県
対
象
の
例
会
を
開
催
。「
Ｅ
Ｖ

シ
フ
ト
に
か
か
る
産
業
構
造
の
転
換

と
群
馬
県
産
業
振
興
施
策
」
と
の

テ
ー
マ
で
、群
馬
県
産
業
経
済
部
長
・

鬼
形
尚
道
氏
が
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
鬼
形
氏
は
、
群

馬
の
産
業
構
造
の
特

徴
と
、
そ
の
裏
付
け

と
な
る
統
計（
数
字
）

の
紹
介
。
ま
た
、
戦

前
か
ら
現
代
へ
繋
が

る
県
内
産
業
の
成
り

立
ち
を
振
り
返
り
ま

し
た
。

　

Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
に
つ

い
て
は
、
世
界
各
国

の
電
動
化
促
進
の
目

標
値
や
経
済
産
業
省

の
産
業
戦
略
、
自
動

車
メ
ー
カ
ー
の
動
向

や
予
想
さ
れ
る
今
後

の
展
開
も
分
析
し
掲

げ
た
、
県
と
し
て
の

産
業
振
興
基
本
計
画
（
抜
粋
）
を
説

明
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
次
代
に
向
け
た
経
営
戦

略
と
し
て
「
技
術
力
の
強
化
、
生
産

性
向
上
、
新
分
野
参
入
、
新
た
な
業

態
へ
の
転
換
、
異
業
種
連
携
を
は
じ

め
と
す
る
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
戦
略
、
柔

軟
な
組
織
づ
く
り
、
人
材
の
積
極
的

な
登
用
」
を
参
加
企
業
へ
訴
え
ま
し

た
。

　

前
橋
支
部
で
は
三
月
十
六
日

（
水
）、
同
友
会
事
務
所
会
議
室
を
会

場
に
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
併
設
し
た
支
部

例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

心
理
・
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

交
流
分
析
診
断
、
企
業
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
を
行
う
㈱
Ｔ
―
Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｄ
、
取

締
役
・
須
藤
忍
氏
（
高
崎
支
部
所
属
）

が
「
職
場
環
境
の
変
化
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
～
「
一
生
懸
命

働
く
」
か
ら
「
職
場
を
守
る
」
に
変

え
て
い
く
～
」
と
題
し
て
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　

働
き
方
改
革
の
推
進
と
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
職
場
環
境
と
社
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き
く
変
化

し
た
現
代
に
お
い
て
は
「
経
営
者
だ

け
で
会
社
を
守
る
の
は
困
難
、
従
業

員
の
理
解
を
得
て
一
緒
に
会
社
を
守

る
必
要
が
あ
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
学
生
と
関
わ
る
こ
と
も
あ
る

と
い
う
須
藤
氏
は
「
若
い
人
た
ち
も

大
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
。
世
代
で
コ

販
売
の
㈱
シ
ェ
リ
ー
、
代
表
取
締
役
・

清
塚
徹
氏
（
渋
川
吾
妻
支
部
）
が
「
Ｄ

Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
実
践
～
社
内
の
情
報
管

理
は
、
こ
れ
で
一
発
!!
～
」
を
テ
ー

マ
に
経
営
実
践
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

同
社
で
活
用
し
て
い
る
便
利
な
ア

プ
リ
と
し
て
、
名
刺
管
理
ア
プ
リ
や

見
積
り
共
有
ア
プ
リ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
管
理
ア
プ
リ
な
ど
計
五
つ
を
紹

介
。「
い
ず
れ
も
無
料
も
し
く
は
低

料
金
、
し
か
も
簡
単
で
使
い
や
す

　

三
月
二
十
四
日
（
木
）、
ホ
ワ
イ

ト
パ
ー
ク
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
）
を
会

場
に
「
渋
川
吾
妻
支
部
三
月
例
会
」

を
開
催
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
製
造
・

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
〝
手
段
〟
が

違
う
」
と
付
け
加
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
職
場

環
境
改
善
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
必
須
だ
が
、
様
々
な
配
慮
も
必

要
」
と
い
っ
た
感
想
が
記
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

い
」
こ
と
を
強
調
し
つ
つ
、
そ
の
場

で
細
か
い
動
か
し
方
や
自
社
の
活
用

事
例
を
実
演
し
な
が
ら
参
加
者
に
説

明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
展
望

と
し
て
「
資
金
管
理
ア
プ
リ
を
は
じ

め
、
そ
れ
ぞ
れ
を
連
動
さ
せ
て
い
き

た
い
」
と
、
さ
ら
な
る
業
務
改
善
に

つ
な
げ
る
考
え
を
語
り
ま
し
た
。

　

報
告
後
は
予
定
し
て
い
た
グ
ル
ー

プ
討
論
に
変
え
て
、
全
体
で
の
質
疑

応
答
を
実
施
。
幾
つ
か
の
質
問
が
投

げ
掛
け
ら
れ
、
そ
の
場
で
丁
寧
に
答

え
て
も
ら
っ
た
ほ
か
、
清
塚
氏
か
ら

は
「
詳
し
く
は
直
接
会
社
に
来
て
く

れ
れ
ば
」
と
の
有
難
い
提
案
も
あ
り

ま
し
た
。

Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
と
産
業
構
造
の

Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
と
産
業
構
造
の

　
　
　
　
　
　
　
転
換
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
転
換
を
考
え
る

政
策
委
員
会
例
会

社
内
の
情
報
管
理
は
、こ
れ
で
一
発
!!

職
場
環
境
の
変
化
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

渋
川
吾
妻
支
部
３
月
例
会

前
橋
支
部
３
月
例
会
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沼
田
支
部
で
は
、
三
月
二
十
九

日
（
火
）、
利
根
沼
田
文
化
会
館
を

会
場
に
支
部
例
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
群
馬
の
運
営
を

県
か
ら
受
託
す
る
㈱
ワ
ー
ク
エ
ン
ト

リ
ー
・
代
表
取
締
役
、加
藤
尚
氏
（
高

崎
支
部
所
属
）
が
「
人
材
不
足
に
悩

む
中
小
企
業
に
打
つ
手
は
あ
る
の

か
？
」の
テ
ー
マ
で
報
告
し
ま
し
た
。

　

求
職
者
の
思
考
や
、
働
き
手
の
減

少
と
社
会
構
造
の
変
化
な
ど
の
採
用

に
関
わ
る
注
意
点
に
加
え
、
人
材
確

保
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
準
備
か
ら

面
接
、
オ
ン
ラ
イ
ン
採
用
ま
で
事
例

を
交
え
て
紹
介
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
求
職
者
・
企
業
側
の
双

方
と
向
き
合
う
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ス

タ
ッ
フ
の
現
場
の
声
を
も
と
に
作
成

さ
れ
た
報
告
資
料
は
、
今
後
の
採
用

の
ヒ
ン
ト
に
な
る
も
の
ば
か
り
で
し

た
。

　

報
告
後
は
「
何
が
で
き
て
い
て
、

何
が
で
き
て
い
な
い
の
か
？
」
の

テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
い
、

　

三
月
二
十
九
日
（
火
）、
桐
生
市

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併

用
）
を
会
場
に
「
桐
生
支
部
三
月
例

会
」
を
開
催
。
群
馬
同
友
会
・
代
表

理
事
を
務
め
る
㈱
サ
ン
テ
ッ
ク
ス
、

代
表
取
締
役
・
田
村
徳
良
氏
が
報
告

者
を
務
め
、「
相
談
す
る
仲
間
が
い

た
心
強
さ
～
同
友
会
活
動
は
会
社
を

救
う
！
～
」
を
テ
ー
マ
に
自
身
の
経

営
体
験
を
語
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
群
馬
同
友
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
仲
間
は
一
社
も
つ
ぶ
さ
な
い
」

に
込
め
た
思
い
と
し
て
、
同
友
会
の

仲
間
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
、
勇
気
づ

け
ら
れ
、
背
中
を
押
さ
れ
な
が
ら
経

営
課
題
を
乗
り
越
え
て
き
た
エ
ピ

習
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

を
併
設
し
た
支
部
例
会
を
開
催
。

　

㈱
エ
ス
・
ア
イ
・
エ
ス
、
佐
藤
社

長
が
、
例
会
設
営
グ
ル
ー
プ
で
定
め

た
健
康
経
営
の
定
義
と
、
例
会
の
目

的
・
問
題
提
起
を
行
っ
た
後
、
各
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
参
加
企
業
が
抱
え

る
課
題
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

報
告
者
を
立
て
ず
に
グ
ル
ー
プ
討

論
の
時
間
を
た
っ
ぷ
り
取
る
こ
と

で
、経
営
者
自
身
や
従
業
員
の
健
康
、

企
業
の
黒
字
化
や
高
収
益
化
な
ど
の

　

富
岡
安
中
支
部
で
は
、
三
月

二
十
五
日
（
金
）、
富
岡
市
生
涯
学

そ
れ
ぞ
れ
が
こ
れ
ま
で
の
採
用
を
振

り
返
り
つ
つ
、
今
後
の
人
材
確
保
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
田
村
氏
。
報
告

の
ま
と
め
で
は
「
受
け
身
で
は
な
く

能
動
的
に
行
動
あ
る
の
み
。
何
を
貰

え
る
か
で
な
く
何
を
貰
う
か
。
そ
し

て
、
与
え
ら
れ
る
か
が
大
事
」
と
同

友
会
と
会
員
の
あ
る
べ
き
姿
を
参
加

者
に
投
げ
掛
け
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
使
い
こ
な
せ
！

あ
な
た
に
と
っ
て
の
同
友
会
活
動
と

は
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論

を
実
施
し
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
に

と
っ
て
の
同
友
会
の
意
義
や
価
値
を

交
流
。
今
回
は
他
支
部
か
ら
の
応
援

参
加
も
多
数
あ
り
、
い
つ
も
以
上
に

活
発
な
意
見
交
換
の
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

健
全
経
営
と
い
っ
た
様
々
な
視
点
で

の
課
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

長
め
の
時
間
設
定
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
あ
っ
と
い
う
間
に
ま
と

め
の
時
間
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
活
気

の
あ
る
討
論
だ
っ
た
」「
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
の
中
に
も
刺
激
と
学
び

が
あ
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
綴
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
例
会
で
は
、
課
題
の
抽
出

が
目
的
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
出
さ

れ
た
課
題
の
原
因
究
明
や
解
決
策
の

模
索
は
次
回
以
降
の
例
会
へ
と
続
き

ま
す
。

健
康
経
営

人
材
不
足
に
悩
む
中
小
企
業
に
打
つ
手
は
あ
る
の
か
？

富
岡
安
中
支
部
３
月
例
会

沼
田
支
部
３
月
例
会

同友会活動は会社を救う！
桐生支部３月例会
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三
月
二
十
二
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
）
を
会
場

に
「
伊
勢
崎
支
部
・
埼
玉
北
部
地
区

会
合
同
例
会
」
を
開
催
。「
コ
ロ
ナ

禍
に
対
応
す
る
経
営
と
は
？
～
こ
こ

だ
け
は
押
さ
え
て
ほ
し
い
数
字
の
話

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
税
理
士
事
務
所

ｓ
ｋ
ｙ
、
所
長
・
小
林
潤
氏
（
伊
勢

崎
支
部
）
が
専
門
家
と
し
て
の
実
務

経
験
を
踏
ま
え
て
報
告
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
や
む
な
く
中
止
と
し
ま
し

た
が
、
本
合
同
例
会
は
年
に
一
度
の

恒
例
行
事
と
し
て
、
回
を
重
ね
る
こ

と
十
一
回
目
。

　
「
テ
ー
マ
詐
欺
と
言
わ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
経
営
に
ウ
ル
ト
ラ
Ｃ

は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
の
言
葉
か
ら
報

告
を
ス
タ
ー
ト
し
た
小
林
氏
。
い
か

な
る
経
営
環
境
で
も
数
字
を
正
し
く

活
用
す
る
重
要
性
を
指
摘
し
た
上

で
、
各
経
営
指
標
の
意
味
と
中
小
企

業
が
目
指
す
べ
き
目
標
数
字
を
解
説

し
ま
し
た
。最
後
の
ま
と
め
で
は「
す

べ
て
は
高
収
益
高
賃
金
経
営
の
た

め
。
挑
戦
を
繰
り
返
す
企
業
と
そ
う

で
な
い
企
業
、
五
年
、
十
年
で
大
き

な
差
が
生
じ
る
」
と
参
加
者
に
訴
え

ま
し
た
。

　

報
告
後
は
「
そ
の
数
字
を
達
成

す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い

か
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論

を
実
施
。
支
部
・
地
区
会
の
垣
根
を

超
え
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

却
し
た
歩
み
を
振
り
返
っ
て
、
最
後

に
「
人
生
は
人
間
的
魅
力
に
よ
っ
て

開
け
て
い
き
、
特
に
経
営
者
に
は
必

須
の
要
件
。
自
分
も
ま
だ
ま
だ
な
の

で
磨
き
続
け
て
い
き
た
い
」
と
語
り

ま
し
た
。

　

報
告
後
は
「
人
は
な
ぜ
働
く
の

か
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論

を
実
施
。「
自
分
な
り
の
答
え
を
皆

が
持
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
突
き

詰
め
る
こ
と
が
大
事
」「
仕
事
を
好

き
に
な
る
。
そ
う
い
う
社
員
を
育
て

る
の
が
経
営
者
の
役
割
」「
経
営
者

は
社
員
の
た
め
に
、
社
員
は
経
営
者

の
た
め
に
。
そ
ん
な
支
え
合
い
の
風

土
を
つ
く
り
た
い
」
な
ど
、
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

崎
支
部
）
が
「
経
営
危
機
に
直
面
し

た
経
営
者
の
あ
り
方
～
人
は
な
ぜ
働

く
の
か
？
～
」
を
テ
ー
マ
に
自
身
の

経
営
体
験
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

前
職
時
代
に
障
害
者
就
労
継
続
支

援
Ａ
型
事
業
所
の
立
ち
上
げ
か
ら
責

任
者
と
し
て
奔
走
す
る
も
（
そ
の
後

独
立
）、
福
祉
へ
の
無
知
、
助
成
金

頼
み
、
他
人
任
せ
の
経
営
で
赤
字
が

増
大
し
、
倒
産
寸
前
に
ま
で
追
い
込

ま
れ
た
本
多
氏
。
そ
こ
か
ら
福
祉
事

業
や
一
人
ひ
と
り
の
利
用
者
と
真
剣

に
向
き
合
う
こ
と
で
経
営
危
機
を
脱

　

三
月
二
十
三
日
（
水
）、
ビ
エ
ン
ト

高
崎（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
）を
会
場
に「
高

崎
支
部
三
月
例
会
」
を
開
催
。
障
害

者
福
祉

サ
ー
ビ

ス
事
業

の
合
同

会
社
ユ

リ
ア
、

代
表
・

本
多
宏

弥

氏

（
伊
勢

　

太
田
支
部
で
は
、
三
月
二
十
二
日

（
火
）、
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
お
た
を
会

場
に
、支
部
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

調
剤
薬
局
の
運
営
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
業
務
、
独
立
支
援
業
務
な
ど
を

行
う
㈱
フ
ラ
ン
ト
、
代
表
取
締
役
・

石
塚
雅
彦
氏
が
「
あ
な
た
の
た
め
に

私
が
い
る
～
ク
レ
ー
ム
対
応
こ
そ
社

長
の
仕
事
～
」
と
題
し
て
、
自
身
の

経
営
体
験
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

薬
局
の
業
務
内
容
や
、
病
院
と
の

関
係
、
処
方
せ
ん
の
数
字
と
い
っ
た

普
段
あ
ま
り
聞
く
こ
と
の
な
い
話
か

ら
、
他
店
舗
展
開
で
の
同
社
の
人
材

教
育
を
、
実
際
に
使
用
す
る
レ
ポ
ー

ト
や
経
営
計
画
書
を
も
と
に
報
告
し

ま
し
た
。
ま
と
め
で
は
「
会
社
の
歴

史
は
教
育
の
歴
史
。
毎
日
行
う
こ
と

が
教
育
に
な
る
。
ま
た
、
最
大
の
教

育
は
患
者
さ
ま
と
の
対
応
の
中
に
あ

る
」
と
し
て
「
ク
レ
ー
ム
対
応
こ
そ

社
員
を
育
て
る
タ
イ
ミ
ン
グ
」
と
語

り
ま
し
た
。

　

例
会
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
教
育
は

お
客
様
対
応
の
中
に
あ
る
。ま
さ
に
！

と
共
感
で
き
た
」「
ク
レ
ー
ム
対
応
を

通
し
て
お
客
様
に
育
て
て
も
ら
っ
て

い
る
意

識
を
持

つ
事
が

大
切
」

と
言
っ

た
感
想�

が
記
さ�

れ
て
い�

ま
し
た
。

コロナ禍に対応する経営とは？
伊勢崎・埼玉北部合同例会

あ
な
た
の
た
め
に
私
が
い
る

経
営
危
機
に
直
面
し
た
経
営
者
の
あ
り
方

太
田
支
部
３
月
例
会

高
崎
支
部
３
月
例
会
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同友会のホームページで
会員検索できます。

同友会のホームページで
会員検索できます。

【太田に今秋オープン】
� ㈱メモリード
　冠婚葬祭業の㈱メモリード（取締役部長・渡辺秀信氏／太
田支部所属）は25日、太田市東別所町に開設する葬祭ホール
「太田東別所メモリードホール」建設の地鎮祭を開いた。オー
プンは９月を予定し、同市内で７店舗目、県内では39店舗目
となる。木造平屋建てで延べ床面積298平方㍍。国道354号沿
いに位置し、１日１件の貸し切り型。宿泊できる親族控室や、
オンライン葬儀の設備も完備する。最大50席の式場と25席の
清め会場を備えている。� ［３/26付上毛］

【フルーツを使った創作デザート】
� 中央カレッジグループ
　中央カレッジグループ（代表理事長・中島利郎氏／前橋支
部所属）の関連企業の中央フレッシュフーズは27日、高崎市
大沢町の自社工場に併設する直営店「果実工房　ありさか」
を開店する。工場の主力商品として製造するフルーツサンド
をはじめ、カットフルーツやプリンなどの加工品を取り扱う。
果実のおいしさを味わえる創作フルーツデザートを中心に販
売し、フルーツサンドは350円から。グループ校の中央農業
大学校の連携企業でもあり、生産、加工、販売までをトータ
ルに行う６次産業化を学ぶ学生の実践の場としても生かす。
� ［３/26付上毛］

【氷の彫刻で学生応援】
� ㈱出雲・ホワイトパーク
　コロナ下で卒業する学生を応援しようと、渋川市石原の結
婚式場ホワイトパーク（㈱出雲、代表取締役・中野賢幸氏／
渋川吾妻支部所属）の「アイスワールド」で、力強く羽ばた
く鳥を表現した氷の彫刻が展示されている。卒業生に羽ばた
き活動してほしいとの願いを込め、ハクチョウやツルが大空
を飛ぶ姿などが並ぶ。クジャクが羽を広げる高さ約２㍍、幅
2.5㍍の大作もある。展示品を入れ替える７月ごろまで見られ
る予定。水曜定休（祝日除く）。� ［３/28付上毛］

【ゴールに向け一日を大切に】
� 新島学園短期大学
　新島学園短期大学（学長・岩田雅明氏／高崎支部所属）の
入学式が４日、高崎市の同短大礼拝室で開かれた。キャリア
デザイン学科とコミュニティ子ども学科の新入生計137人が
夢や目標に向かって新たなスタートを切った。各学科長が新

入生一人一人の名前を点呼した。岩田学長は「皆さんの設
定したゴールビジョンに向けて一日一日を大切に短大生活を
送ってください」とエールを送った。� ［４/５付上毛］

【元西武投手　富岡さん指導】
� 三高電機㈱
　高崎市吉井町出身で西武ライオンズなどで活躍した元投手
の富岡久貴さんが指導する野球教室が９日、高崎馬庭小で開
かれた。地元の吉井鏑北少年野球クラブと甘楽・新屋イーグ
ルスの児童34人が投球のこつなどを学んだ。富岡さんはボー
ルを投げる際のポイントとして①投げる方向にまっすぐ足を
出す②投げる相手をしっかり見ることを挙げ、見本を実践し、
富岡さんが足や手首の向きを修正して回った。教室は富岡さ
んが勤務する三高電機㈱（代表取締役・高橋宏道氏／伊勢崎
支部所属）が開いた。� ［４/12付上毛］

【資格、検定合格目指す】
� 中央カレッジグループ
　中央カレッジグループ（代表理事長・中島利朗氏／前橋支
部所属）の専門学校９校の合同入学式が９日、前橋市のベイ
シア文化ホールで開かれた。新入生850人がそれぞれの未来
を切り開く学びの場へと足を踏み入れた。参加したのは中央
情報経理専門学校、中央医療歯科専門学校、群馬法科ビジネ
ス専門学校、中央農業大学校、中央情報大学校、高崎ビュー
ティモード専門学校、中央医療歯科専門学校高崎校、中央動
物看護専門学校、中央スポーツ医療専門学校の入学生。
� ［４/10付上毛］

【ぐんぎんSDGs私募債】
� ㈱石井工機
　㈱石井工機（代表取締役・石井安美氏／高崎支部所属）。
群馬銀行の「ぐんぎんSDGs私募債」で高崎市の特定非営利
活動法人（NPO法人）デザイン・ネットワークス・アソシエー
ション（DNA）に10万円。� ［４/20付上毛］

【みなかみ町に寄付】
� グリンリーフ㈱
　グリンリーフ㈱（代表取締役・澤浦彰治氏／沼田支部所属）、
みなかみ町に25万円。有機栽培野菜の生産や加工、販売など
の事業を展開している同社は、企業版ふるさと納税の制度を
使って寄付。同社で鬼頭春二町長が澤浦彰治社長に感謝状を
贈った。町はみなかみユネスコエコパークの理念と森林資源
を生かした持続可能なまちづくりに活用したいとしている。
� ［４/20付上毛］

アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期
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日
時　

四
月
五
日
（
火
）

※�

今
回
の
理
事
会
も
同
友
会
事
務
所

と
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
田
村
、
町
田
、
戸

塚
、
杉
﨑
、
阿
久
戸
、
常
任
理
事
／

吉
池
、
提
箸
、
山
崎
、
澤
浦
、
佐
藤
、

周
藤
、
海
老
沼
、
小
林
、
星
野
、
金

井
、
理
事
／
小
林
、
高
屋
敷
、
徳
井
、

布
施
、
神
保
、
渡
辺
、
村
岡
、
中
西
、

関
口
、
小
板
橋
、
事
務
局
／
阿
久
澤
、

竹
内
（
役
員
計
二
十
五
名
）

【
議　

事
】

　

前
橋
支
部
長
の
海
老
沼
氏
が
議
長

を
つ
と
め
、
町
田
代
表
理
事
挨
拶
の

も
と
、
第
十
二
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
今
後
の
計

画
や
活
動
報
告
等
が
あ
り
ま
し
た
。

２
．
そ
の
他

　

田
村
代
表
理
事
よ
り
、
直
前
の
総

務
会
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
（
①
部

会
・
委
員
会
活
動
の
報
告
者
謝
礼
に

つ
い
て
、
②
小
規
模
事
業
者
向
け
の

新
た
な
活
動
に
つ
い
て
）
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
第
四
次
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

　

渋
川
吾
妻
支
部
よ
り
出
さ
れ
た
意

見
に
基
づ
き
、
一
部
内
容
を
追
加
し

た
第
四
次
ビ
ジ
ョ
ン
（
一
〇
年
ビ

ジ
ョ
ン
）
が
町
田
代
表
よ
り
改
め
て

提
案
さ
れ
、こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

２
．
二
〇
二
一
年
度
収
支
報
告
案
の

承
認
に
つ
い
て

　

二
〇
二
一
年
度
の
収
支
報
告
案
に

つ
い
て
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

３
．
二
〇
二
二
年
度
予
算
案
の
審
議

承
認
に
つ
い
て

　

二
〇
二
二
年
度
の
予
算
案
に
つ
い

て
審
議
し
、こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

４
．
定
時
総
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

役
割
分
担
に
つ
い
て

　

総
会
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

と
合
わ
せ
て
役
割
分
担
を
決
定
し
ま

し
た
。

５
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

推
進
に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
四

名
、
退
会
者
五
名
を
承
認
。
会
員
数

は
五
二
六
名
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

新
年
度
支
部
入
会
目
標
の
検
討
が
各

支
部
に
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換
・
そ
の
他

１
．
意
見
交
換

　

町
田
代
表
理
事
よ
り
、
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
あ
る
「
会
員
同
士
の
援
け
合
い

を
強
め
る
」に
関
す
る
説
明
が
あ
り
、

そ
の
実
現
の
た
め
に
群
馬
同
友
会
と

し
て
、
役
員
と
し
て
具
体
的
に
何
が

で
き
る
の
か
？
を
グ
ル
ー
プ
討
論
で

深
め
合
い
ま
し
た
。

２
．
第
一
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
第
二

火
曜
日
に
移
し
て
開
催
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
、
議
長
選
任
は
高
崎
支
部

に
依
頼
し
ま
し
た
。

　

■
日
時
／
五
月
十
日
（
火
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）

第12回

新会員
ご紹介 会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

４月度常任理事会承認

前
橋
支
部

〒371-0216　前橋市粕川町込皆戸229-2

　初めまして、松島孝治と申します。前橋青果
市場内の仲卸業とカット野菜工場を経営して
います。同友会の皆様の豊富な体験談や経営
に関する知識・知恵を吸収し、自社に生かした
いと思います。よろしくお願いします。

ＴＥＬ：027−226−5984
ＦＡＸ：027−226−5985

カット野菜、青果仲卸

【紹介者／澤浦彰治】
アウトドア

㈱松島商店

代表取締役
松　島　孝　治

S53年生

太
田
支
部

〒370-0345　太田市新田花香塚町371-3

　はじめまして。太田市で野菜、米麦、和牛の
生産をしています。同友会みな様から色 と々学
ばせていただき、より良い会社にしていければ
と思います。よろしくお願いいたします。

ＴＥＬ：0276−56−1921
ＦＡＸ：0276−56−1936

農畜産物の生産・販売

【紹介者／澤浦彰治】
ゴルフ

㈱久保田農場

代表取締役
久保田　賢　治

S43年生

高
崎
支
部

〒370-0069　高崎市飯塚町1322-2

　弊社は、生活に不便のある方に対し、補装
具やコルセット、中敷、車椅子、座位保持装置
などを個別受注製作を行う会社です。何か不
便がございましたら、気軽にご連絡ください。

ＴＥＬ：027−333−7989
ＦＡＸ：027−202−0041

補装具・車イス・福祉機器の製造・販売

【紹介者／山崎将臣】

合同会社gift

代表社員
西　岡　智　明

S58年生

沼
田
支
部

〒378-0322　沼田市利根町老神998

　「また食べたいを創造する」の経営理念のもと、夏秋
トマト、冬収穫のアスパラを栽培しています。今まで一生
懸命栽培技術を突き詰めてまいりましたが、経営に関し
てまだまだ努力不足であると痛感しております。様 な々業
種が参加する同友会で、積極的に情報収集をして学んで
いきたいと思っています。よろしくお願いいたします。

ＴＥＬ：080−5079−7334

夏秋トマト、アスパラガスの栽培

【紹介者／星野高章】
スキー、バドミントン、ドライブ

ねぎし農園

代　表
根　岸　宏　行

S54年生

〒379-2123
前橋市山王町1－19－14
TEL 027-212-3312
FAX 027-266-8288
http://www.s-t-b.jp

産業廃棄物収集運搬
産業廃棄物リサイクルの提案
一般貨物自動車運送
塗装プラント清掃

株式会社 エスティビー
限りある資源を、次世代へ

Stability Topline Business Co.,Ltd.


